
Keyword

「問題と格闘する」「問題を退治する」「問題が再び現れる」
などの表現に通底するのは、あたかも「問題が生きている」か
のようなメタファーである。問題の当事者、関係者にプラスチッ
ク・ブロックを使った会議方法（レゴ・シリアスプレイ・メソッド※）
と生命メタファーを組み合わせて、問題を３Dで表現します。特
に、問題の姿が多様で同定が難しい社会や組織の問題解決
に向いている。問題の分析を行うにあたっては6～10人程度

の当事者と1日程度の時間が必要で、ワークショップを行いま
す。問題の解決について考察するには、さらに1~2日程度が必
要です。
※本研究の基礎アイディアはレゴ・シリアスプレイ・メソッドの体
系にありましたが、それをシステム理論などと組みあわせ、よ
り効果が高まるようにブラッシュアップしたものである。

生命メタファーのブロック表現を使った
組織・社会問題の分析手法

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

レゴ・シリアスプレイ・メソッドを活用した個人の内面変化を比較測定する技術の研究
レゴ・シリアスプレイ・メソッドを活用した思考力の向上・強化の研究

その他の研究テーマ

①メタファー思考
②ブロックによる３D表現

①社会や組織の問題を生命メタファーによって分析しやすくします。
②ブロックを使った表現で、創造的かつ論理的な思考を促します。

Point

●立場が違う人で一つのテーマ
について取り組みたい

多様な参加者が集まり、自分た
ちが向かう問題について一つの
３D作品をつくる。

問題の当事者を集め、ワーク
ショップ形式で問題の姿を３D作
品でつくる。

●問題の本質があいまいで、対
応策がわからないし、そもそも
何が問題なのかわからない。

商学部
経営・流通学科

教授

聞間 理

組織開発、組織・社会問題分析、レゴ・シリアスプレイ・メソッド

ベクトルを合わせた問題解決活動へ

問題解決に向けた協力プロジェクトの創出

Keyword

学生をターゲットにした投資詐欺は、スマートフォンの普及と
共に年々増加しています。アプリをインストールするだけで知識
を必要としない手軽さに加え、“お金が欲しい”と切実に願う
学生にとって魅力的に見えるからです。その結果、数十万～数
百万円の借金を背負い生きていくことになります。これは、学
生自身の生活が苦境に陥るだけでなく、本来、彼らが投資す

るはずだった企業や取引をゆだねる銀行・証券・保険業界に
とって大変な損失です。そこで本研究では、若者がまともな投
資に参加するために必要な要素を明らかにし、実生活とリンク
させた効率のよい知識の獲得方法と未来へ向けた投資教育
の在り方を探り、実行します。

幸せな生活のための投資教育
（若者の積極的な市場参加と詐欺対策のススメ）

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

●インターネットでのビジネス展開に関するICT活用支援に関する研究
●生体系ネットワークの大規模人口ネットワークへの適応に関する研究

その他の研究テーマ

学生のうちから実投資
●労働＆不労収入の早期確立により安定した生活を設計できます。
●学生目線での企業の新しいビジネスシード発見が可能です。

Point

●投資をやってみたいけど失敗
するのが怖い。
●余裕をもった楽しい生活を送
りたい。

きちんとした知識とスキルを学
び、実際に投資をすることで、時
を味方につけた資産形成が行え
ます。

若者が金融市場を敬遠する要因
を排除し、10年・20年後を見据
えた若者視点の分析で企業を活
性化。

●金融市場に若者を招くにはど
うすればいい？
●うちの会社の次に進むべき道
はどっち？

商学部
経営・流通学科

准教授

平川 幹和子 CFP©

金融教育、投資教育、詐欺対策、ファイナンシャル・プランニング技能士
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